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イ
メ
ー
ジ
以
上
に
た
く
さ
ん
の
動
き
が
で
き
て
驚
い
た
。

音
声
の
高
低
の
調
整
な
ど
興
味
深
い
内
容
が
多
か
っ
た
。
鳴

瀬
未
来
中
の
伝
統
で
あ
る
「
エ
ジ
プ
ト
ダ
ン
ス
」
の
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
な
ど
、
試
し
て
み
た
い
こ
と
が
あ
る
。
創
造
性
を

働
か
せ
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

実
際
に
間
近
で
見
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
き
が
で
き
る
こ
と

が
面
白
か
っ
た
。
学
校
の
昇
降
口
に
立
た
せ
て
あ
い
さ
つ
を

さ
せ
た
り
、
家
で
一
人
で
い
る
と
き
に
話
し
相
手
に
な
っ
て

も
ら
っ
た
り
と
、
将
来
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
の
可

能
性
を
感
じ
た
。

創
造
性
を
働
か
せ
た
い
黒
須

裕
哉
さ
ん

活
用
の
可
能
性
感
じ
た
山
本
侑
依
さ
ん

踏
み
込
ん
だ
知
識
の
獲
得
へ

技
術
・
家
庭
科
の
「
制
御
と
計
測
」
と
い
う
単
元
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授
業
を
行

っ
て
い
る
。
普
段
は
セ
ン
サ
ー
の
付
い
た
車
を
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
走
ら
せ
る
授
業
を
し

て
い
る
。
超
情
報
化
社
会
と
言
わ
れ
る
時
代
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
知
識
を
得
る
上
で
Ｐ

ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
の
活
用
は
有
効
だ
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
い
う
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
を
イ

メ
ー
ジ
し
、
抵
抗
感
を
抱
き
が
ち
に
な
る
。
し
か
し
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
は
物
事
を
順
序
立
て
て
考
え
た
り
、
ミ
ス
が
あ

っ
て
も
繰
り
返
し
取
り
組
む
姿
勢
を
育
ん
だ
り
と
学
べ
る
こ

と
が
多
い
。生
徒
た
ち
の
将
来
に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
だ
ろ
う
。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
と
石
巻
専
修
大
（
石
巻
市
）
は
本
年
度
、
東
松
島

市
の
中
学
校
３
校
を
対
象
に
、
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
（
ペ
ッ
パ
ー
）
」

を
活
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
‖

‖
の
授
業
を
支
援
し
て
い
る
。
両
者

が
連
携
し
て
取
り
組
む
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
を
生
か
し
た
社
会
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
環
。
教
育
分
野
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
活
用
支
援
の
試
み
と

し
て
石
巻
圏
域
の
高
校
も
関
わ
り
、
地
域
の
活
性
化
と
人
材
育
成
を
目
指
す
。

東
松
島
市
の
鳴
瀬
未
来
中

（
生
徒
２
１
２
人
）
は
、
Ｐ
ｅ

ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
を
用
い
た
対
話
と
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
の
授
業
を

実
施
し
た
。
石
巻
専
修
大
が
同

市
内
の
中
学
校
へ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
支
援
を
す
る
の
は
初
め
て
。

３
学
年
２
学
級
の
計

人
が

ク
ラ
ス
ご
と
に
授
業
を
受
け

た
。
同
大
理
工
学
部
の
高
橋
智

准
教
授
が
講
師
を
務
め
、
Ｐ
ｅ

ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
２
台
を
使
っ
て
機
能

を
解
説
。
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
の
額

付
近
に
搭
載
さ
れ
た
カ
メ
ラ
で

状
況
を
認
識
す
る
こ
と
や
、
頭

頂
部
に
音
を
聞
き
取
る
「
耳
」

の
機
能
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し

た
。高

橋
准
教
授
は
「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ

ｅ
ｒ
は
話
す
の
が
得
意
。
声
の

高
さ
や
速
さ
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
で
変
え
ら
れ
る
。
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ

ｅ
ｒ
が
で
き
る
こ
と
を
知
り
、

試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
っ
て
み
よ
う
」
と
呼

び
掛
け
た
。

Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
を
実
際
に
動

か
し
、
生
徒
た
ち
が
語
り
掛
け

た
り
触
れ
た
り
し
て
反
応
を
確

か
め
た
。
高
橋
准
教
授
の
研
究

室
に
所
属
す
る
学
生
が
制
作
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
簡
単
な
会
話

や
体
操
、
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ

る
と
、
生
徒
た
ち
は
興
味
深
そ

う
に
動
き
を
見
守
っ
た
。

授
業
は
技
術
・
家
庭
科
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
と
し
て
行

っ
た
。
９
〜

月
に
月
２
回
程

度
の
授
業
を
行
い
、
生
徒
た
ち

は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
テ
ー
マ

を
設
け
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に

挑
戦
。
同
大
は
継
続
し
て
支
援

す
る
。

Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
を
学
校
の
来

賓
玄
関
に
設
置
し
、
そ
の
日
の

予
定
や
教
室
の
場
所
を
案
内
さ

せ
る
な
ど
の
構
想
が
あ
る
。
学

校
紹
介
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

す
る
こ
と
も
計
画
し
て
い
る
。

月
に
成
果
発
表
会
を
開
く
予

定
。
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プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
や
人

工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
な
ど
の
飛
躍
的
な
進
化
を
受
け
、
２
０
２

０
年
度
に
導
入
さ
れ
る
新
学
習
指
導
要
領
で
必
修
化
さ
れ
る
。
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
を
通
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
意
図
し
た
処
理
を

行
わ
せ
る
た
め
に
必
要
な
論
理
的
思
考
力
を
身
に
付
け
る
狙
い
が
あ

る
。
必
修
化
は
小
学
校
が

年
度
、
中
学
校
が

年
度
、
高
校
が

年
度
以
降
の
予
定
。

に触れながら動きや反応を確かめる生徒

機
能
や
動
き
を
確
認

¬¬¬¬¬¬¬¬∨
⇔
⇔
∃ ¬¬¬¬¬¬¬¬ ∀

⇔
⇔

⇒

石巻専修大
高校、大学、企業による 高・大・産連携プロジェクト を推進している。学生・生

徒が地域の理解を深め、おのおのの強み、特色を生かしながら、地域の人材育成と

活性化を図るのが狙い。2016年度に始まり、３年目。本年度は「 社会貢献プログラム」の

一環として、１年目の五つのプロジェクトに加えて、中学校と連携した取り組みも展開。五つのプ

ロジェクトでは震災伝承、観光振興、防災などについて、同大の経営学部と理工学部が地元高校と

連携してコンテンツを作成している 高大産連携プロジェクトでは こめぼこ商品化 ロボットプロ

グラミング体験 リボーンアートプロジェクト 家族ロボット教室にも取り組んでいる。
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ソフトバンクグループ
2017年４月から （企業の社会的責任）活動として、

を教育現場に活用する取り組みを展開している。石巻地方では 年

度から３年間、石巻専修大に計 台を貸し出している。新学習指導要領で小中高校でプログ

ラミング教育が必修化されることを踏まえ、同社は今年２月、 を使ってプログラミ

ング学習の成果を競う初の全国大会を東京都で開いた。小中学生 チームが参加した。

は同社が開発した人間型ロボット。相手の表情や言葉、周囲の状況から、感情を読み取

る機能を備えている。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
東
松
島
市

包
括
協
定
を
締
結

教
育

健
康

観
光

高
齢
者
支
援
で
連
携

包括協定を結び握手するソフ
トバンクの池田昌人統括部長
（左）と渥美巌市長

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
東
松
島
市
は
今
年

１
月
、
教
育
や
観
光
、
高
齢
者
な
ど
の

課
題
に
共
同
で
取
り
組
む
包
括
協
定

を
結
ん
だ
。
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

支
援
を
続
け
る
同
社
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業

の
社
会
的
責
任
）
活
動
の
一
環
。
幅
広

い
分
野
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
相
互
連

携
を
図
り
、
地
域
課
題
の
解
決
を
目
指

す
。同

社
が
自
治
体
と
包
括
協
定
を
締
結

す
る
の
は
東
北
で
初
め
て
。
①
教
育
②

健
康
増
進
③
高
齢
者
支
援
④
観
光
｜
の

各
分
野
で
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
Ｗ

Ｇ
）
を
つ
く
り
、
具
体
的
な
施
策
を
検

討
す
る
。

教
育
分
野
で
は
、
小
中
学
校
に
Ｐ
ｅ

ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
を
導
入
し
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
に
生
か
す
。
元
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選

手
ら
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
い
、
野

球
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
部
活
動
を
サ
ポ

ー
ト
も
行
っ
て
い
る
。

高
齢
者
支
援
の
取
り
組
み
と
し
て
同

社
が
開
発
し
た
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア

プ
リ
で
、

は
い

徊
か
い

す
る
認
知
症
患
者
の
見

守
り
支
援
を
予
定
。
健
康
増
進
で
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
肥
満
予
防
活
動
な

ど
を
進
め
る
。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
東
松
島
市
は
、
昨

年
の
自
転
車
イ
ベ
ン
ト
「
ツ
ー
ル
・
ド

・
東
北
」
（
河
北
新
報
社
、
ヤ
フ
ー
主

催
）
で
宮
戸
地
区
な
ど
を
巡
る
奥
松
島

コ
ー
ス
が
新
設
さ
れ
た
の
を
機
に
縁
が

深
ま
っ
た
と
い
う
。

石
巻
専
修
大
と
石
巻
市
桜
坂
高
は
９

月

日
、
豪
華
客
船
「
プ
リ
ン
セ
ス
・

エ
リ
ザ
ベ
ス
」
（
定
員
２
７
０
６
人
、

万
５
８
７
５
㌧
）
の
石
巻
港
へ
の
初

寄
港
に
合
わ
せ
、
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
を
活

用
し
た
外
国
人
向
け
の
観
光
案
内
を
同

市
の
か
わ
ま
ち
交
流
セ
ン
タ
ー
で
実
践

し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
に
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
２
台

を
設
置
。
石
巻
市
内
を
散
策
中
に
立
ち

寄
っ
た
外
国
か
ら
の
乗
船
客
は
Ｐ
ｅ
ｐ

ｐ
ｅ
ｒ
に
触
れ
、
英
語
で
石
巻
の
観
光

情
報
を
入
手
し
た
。

紹
介
し
た
観
光
情
報
の
内
容
は
桜
坂

高
の
生
徒
が
ま
と
め
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
は
同
大
の
学
生
が
担
当
し
た
。
両
者

は
本
年
度
、
観
光
を
テ
ー
マ
に
交
流
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
市
内

の
地
域
イ
ベ
ン
ト
で
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
を

活
用
し
た
取
り
組
み
を
し
て
お
り
、
ノ

ウ
ハ
ウ
を
培
っ
て
き
た
。

同
大
経
営
学
部
の

井
道
晴
准
教
授

は
「
外
国
人
観
光
客
の
反
応
が
良
く
、

可
能
性
を
感
じ
る
。
外
国
人
と
地
域
向

け
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
で
き
る
内
容
を

構
築
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。 が英語で説明する石巻の観光情報を聞く

「ダイヤモンド・プリンセス」の乗船客ら

外
国
人
に
観
光
案
内

客
船
寄
港
で

(６)２０１８年(平成 年)１０月６日(土曜日) (６)２０１８年(平成 年)１０月６日(土曜日)

(C)河北新報社
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末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
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Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
に
改
め
て
触

れ
て
み
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

に
活
用
で
き
る
可
能
性
を
感
じ

た
。
将
来
、
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
が

一
家
に
１
台
と
い
う
日
が
来
る

か
も
し
れ
な
い
。
少
子
高
齢
化

の
時
代
に
入
り
、
全
世
代
の
人

々
が
楽
し
み
な
が
ら
有
効
活
用

で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
。

ロ
ボ
ッ
ト
は
角
張
っ
た
イ
メ

ー
ジ
が
あ
っ
た
が
、
指
や
関
節

の
動
き
が
し
な
や
か
で
驚
い

た
。
世
の
中
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
の

未
来
を
考
え
る
機
会
が
多
く
な

っ
て
い
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
と
一
緒

に
生
活
す
る
場
合
の
利
点
や
欠

点
を
検
討
し
、
人
と
ロ
ボ
ッ
ト

の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
た
い
。

学
生
の
立
場
で
中
学
校
や
高

校
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
授
業
を

積
極
的
に
支
援
し
て
い
る
。
み

ん
な
集
中
し
て
授
業
を
受
け
、

強
い
意
欲
を
感
じ
て
い
る
。
将

来
、
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
を
上
回
る

ロ
ボ
ッ
ト
は
ど
ん
ど
ん
出
て
く

る
だ
ろ
う
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

の
学
習
を
通
し
、
進
化
す
る
時

代
に
対
応
し
て
ほ
し
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
は
、

ト
ラ
イ
・
ア
ン
ド
・
エ
ラ
ー
と

い
う
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
思
考

を
通
し
修
正
す
る
力
を
身
に

付
け
る
狙
い
が
あ
る
。
難
し
い

印
象
が
あ
る
が
、
エ
ア
コ
ン
な

ど
生
活
に
身
近
な
機
械
も
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
動
い
て
い

る
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
何
が

で
き
る
か
、
知
識
を
広
げ
て
ほ

し
い
。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
登
米
市
は

日
、
農
業
や
教
育
、
子
育
て
な
ど
の
地
域

課
題
解
決
に
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
や
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
活
用
す

る
包
括
協
定
を
結
ん
だ
。
「
ス
マ
ー
ト
自
治
体
」
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
「
子

育
て
支
援
」
な
ど
５
分
野
で
連
携
。
具
体
的
な
事
業
内
容
を
検
討
す
る
。

農
業
分
野
で
検
討
で
は
、
高
度
な
栽
培
技
術
を
持
つ
農
業
者
の
知
見
を
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
共
有
し
、
新
規
就
農
者
や
後
継
者
へ
の
指
導
を
行
う
。

教
育
分
野
で
は
、
学
校
に
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
」
を
導
入
し

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
し
た
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
部
活
動
の
コ
ー
チ

ン
グ
、
ス
ポ
ー
ツ
支
援
を
し
た
り
す
る
。

市
役
所
で
あ
っ
た
協
定
締
結
式
で
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
池
田
昌
人
Ｃ
Ｓ
Ｒ
統

括
部
長
は
「
地
域
を
創
生
す
る
事
業
で
連
携
を
強
化
し
て
い
き
た
い
」
と
意

欲
を
見
せ
た
。

同
社
が
県
内
自
治
体
と
包
括
協
定
を
結
ぶ
の
は
東
松
島
市
に
次
い
で
２
例

目
。
登
米
市
は
石
巻
専
修
大
と
包
括
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
同
大
と
提
携
す

る
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
の
３
者
に
よ
る
幅
広
い
連
携
が
可
能
に
な
る
。

活用へ協定
５分野ソフトバンクと登米市

石
巻
専
修
大
と
東
松
島
市
矢

本
一
中
が
連
携
し
、
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
の
支
援
を
得
て
製
作
し
た

「
東
松
島
食
育
ア
プ
リ
」
が

日
、
東
松
島
市
で
あ
っ
た
食
育

イ
ベ
ン
ト
「
ひ
が
し
ま
つ
し
ま

食
べ
メ
ッ
セ
」
で
お
披
露
目
さ

れ
た
。
現
在
、
無
料
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
。

ア
プ
リ
は
、
同
市
特
産
の
食

材
知
識
や
箸
使
い
な
ど
食
事
マ

ナ
ー
、
地
場
産
野
菜
の
分
類
、

栄
養
に
つ
い
て
ク
イ
ズ
形
式
で

学
べ
る
。
特
産
カ
キ
を
取
り
入

れ
た
ゲ
ー
ム
も
盛
り
込
ん
だ
。

市
健
康
推
進
課
の
管
理
栄
養

士
が
内
容
を
考
え
、
石
巻
専
修

大
経
営
学
部
の

井
道
晴
准
教

授
と
学
生
３
人
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
し
た
。
イ
ラ
ス
ト
は
矢
本

一
中
美
術
部
の
生
徒
が
作
成
し

て
い
る
。

食
べ
メ
ッ
セ
の
会
場
に
は
ア

プ
リ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ブ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
、
小
学
生
ら
が
学
生
た

ち
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら

ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
た
。
同
大
と

石
巻
市
桜
坂
高
の
連
携
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
活
用
さ
れ
て
い
る
Ｐ

ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
２
台
が
登
場
し
、

子
ど
も
た
ち
の
人
気
を
集
め

た
。

井
准
教
授
は
「
昨
年
、
Ｐ

ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
で
取
り
組
ん
だ
内

容
を
ア
プ
リ
化
し
た
。
シ
ン
プ

ル
な
内
容
で
親
し
み
や
す
く
、

食
育
を
効
果
的
に
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
話
し
た
。

「
食
べ
メ
ッ
セ
」
は
今
年
２
月

に
も
開
か
れ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

が
提
供
し
た
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
に

よ
る
食
育
ク
イ
ズ
を
行
っ
た
。
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石
巻
専
大

矢
本
一
中
連
携

東
松
島

食
べ
メ
ッ
セ
で
好
評

食べメッセの会場入り口付近に設置され、人気を
呼んだＰｅｐｐｅｒ

食
べ
メ
ッ
セ
で
お
披
露
目
さ
れ
た
食
育
ア
プ
リ
に
挑
戦
す
る
小
学
生

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

授
業
者
の
気
持
ち
が
よ
く
分

か
っ
た
。
練
習
と
は
全
然
違
っ

た
が
、
石
巻
専
修
大
の
方
に
影

で
支
え
ら
れ
、
楽
し
く
授
業
が

で
き
た
。
防
災
を
取
り
上
げ
、

津
波
な
ど
水
害
へ
の
備
え
を
考

え
て
も
ら
っ
た
。
防
災
・
減
災

に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
に
し

て
ほ
し
い
。

授
業
を
す
る
の
は
初
め
て
の

経
験
だ
っ
た
。
こ
の
日
に
向
け

て
練
習
を
重
ね
て
き
た
。
Ｐ
ｅ

ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
が
動
か
な
く
な
る
ト

ラ
ブ
ル
も
あ
っ
た
が
、
み
ん
な

で
乗
り
切
れ
た
。
中
学
生
を
ま

と
め
切
れ
な
い
場
面
も
あ
っ
た

の
で
さ
ら
に
内
容
を
磨
い
て
い

き
た
い
。

人
型
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ

ｅ
ｒ
」
を
活
用
し
て
防
災
意
識

を
高
め
よ
う
と
、
石
巻
工
高
土

木
シ
ス
テ
ム
科
の
３
年
生

人

が

月
上
旬
、
東
松
島
市
の
矢

本
二
中
を
訪
れ
、
１
年
生
を
対

象
に
防
災
教
育
の
出
前
授
業
を

し
た
。

授
業
は
水
に
関
す
る
災
害
を

テ
ー
マ
に
構
成
し
た
。
自
分
た

ち
が
住
む
場
所
の
標
高
や
河

川
、
土
地
利
用
の
状
況
な
ど
を

確
認
。
現
状
を
踏
ま
え
、
災
害

へ
の
備
え
や
発
生
時
の
対
応
、

避
難
の
方
法
な
ど
を
具
体
的
に

考
え
た
。

中
学
生
に
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末「
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ（
ア
イ
パ
ッ
ド
）」

が
配
ら
れ
、
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
が

避
難
を
呼
び
掛
け
る
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
を
実
践
。
高
校
生
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
そ
れ

ぞ
れ
考
え
た
対
処
方
法
を
発
表

し
た
。

矢
本
二
中
の
高
橋
美
咲
さ
ん

は
「
新
鮮
で
、
面
白
い
授

業
だ
っ
た
。
災
害
が
起
き
た
際

に
正
し
い
情
報
を
集
め
る
こ
と

や
避
難
す
る
大
切
さ
を
学
ん

だ
」
と
話
し
た
。

今
回
の
出
前
授
業
は
、
石
巻

専
修
大
理
工
学
部
の
高
橋
智
研

究
室
の
学
生
２
人
が
準
備
段
階

か
ら
協
力
し
た
。
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
グ
ル
ー
プ
と
同
大
、
石
巻
工

高
に
よ
る
高
大
産
連
携
事
業

「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
社
会
貢
献
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
一
環
。

石巻工高３年生が を活用しながら矢本二中で実践
した出前授業

防災意識を高めよう

矢本二中
出前授業津波や水害を考える

活用

舘
山
侑
生
さ
ん

楽
し
く
授
業
で
き
た

韮
沢
陽
斗
さ
ん

ト
ラ
ブ
ル
乗
り
切
る

言
葉
や
動
作
に
驚
き

阿
部
智
紀
さ
ん

大
槻
愛
叶
さ
ん

石
巻
専
大
機
械
工
学
科
４
年

伊
藤
甲

さ
ん

佐
々
木
昭
夫
さ
ん

一
家
に
１
台
実
現
も

し
な
や
か
さ
に
驚
き

生
徒
の
意
欲
を
実
感

知
識
広
げ
て
ほ
し
い

Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
の
機
能
を
知
り
、
可
能
性
を
学
ん
だ
矢
本
二
中
の
授
業

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

３
年
生
が
授
業
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ソフトバンクグループ
2017年４月から （企業の社会的責任）活動として、 を教育現場

に活用する取り組みを展開している。石巻地方では 年度から３年間、石巻専

修大に計 台を貸し出している。新学習指導要領により小中高校でプログラミング教育が必修化されるこ

とを踏まえ、同社は今年２月、 を使ったプログラミング学習の成果を競う初の全国大会を東京都

で開いた。 は同社のグループ会社が開発した人型ロボット。相手の表情や言葉、周囲の状況から

感情を読み取る機能を備える。
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石巻専修大
高校、大学、企業による「高・大・産連携プロジェクト」を推進している。学生

・生徒が地域の理解を深め、おのおのの強み、特色を生かしながら地域の人材育成

と活性化を図るのが狙い。本年度は地域の中学校や高校と連携した「 社会貢献プログラム」

として、１年目の五つのプロジェクトに加えて、中学校と連携した取り組みを展開する。五つのプ

ロジェクトでは震災伝承、観光振興、防災などについて、同大の経営学部と理工学部が地元高校と

連携してコンテンツを作成している。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
と
石
巻
専
修
大
（
石
巻
市
）
が
本
年
度
に
展
開
し
て
い
る
人
型
ロ

ボ
ッ
ト
「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
（
ペ
ッ
パ
ー
）
」
を
活
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
授
業
が

月
上
旬
、
東
松
島
市
の
矢
本
二
中
（
生
徒
３
６
４
人
）
の
３
年
生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
。
同

社
と
同
大
が
連
携
し
て
取
り
組
む
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
を
使
っ
た
社
会
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
。

技
術
家
庭
の
授
業
と
し
て
、

３
年
生
１
２
３
人
が
２
ク
ラ
ス

ず
つ
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
た
。

同
大
理
工
学
部
の
高
橋
智
准
教

授
が
講
師
を
務
め
、
研
究
室
の

学
生
２
人
が
支
援
し
た
。

生
徒
た
ち
は
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ

が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て

ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
を
確

認
。
万
歳
や
動
物
の
物
ま
ね
、

侍
の
ポ
ー
ズ
な
ど
が
披
露
さ

れ
た
ほ
か
、
手
足
を
大
き
く
動

か
し
て
踊
り
を
踊
っ
た
り
、
声

の
高
さ
や
速
さ
を
自
由
に
変

え
た
り
す
る
機
能
が
紹
介
さ
れ

た
。活

用
例
と
し
て
、
高
橋
准
教

授
は
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
が
石
巻
の

観
光
案
内
を
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
説
明
。
同
大
の
学
生
が
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
し
た
「
石
巻
焼
き

そ
ば
」
に
つ
い
て
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ

ｒ
が
詳
細
に
説
明
し
た
。

生
徒
が
選
ん
だ
言
葉
を
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
し
、
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ

ｒ
に
話
さ
せ
る
作
業
に
も
取
り

組
ん
だ
。
実
際
に
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ

ｒ
に
触
れ
て
み
る
時
間
で
は
生

徒
が
手
を
握
っ
た
り
頭
を
な
で

た
り
す
る
と
、
言
葉
や
態
度
で

反
応
。
生
徒
た
ち
は
興
味
深
げ

に
見
入
っ
て
い
た
。

授
業
は
今
後
、
生
徒
一
人
一

人
が
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
を
動
か
す

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
組
み
立

て
、
実
際
に
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
を

動
か
す
と
こ
ろ
ま
で
学
習
し
て

い
く
予
定
。

東
松
島
市
と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

を
活
用
し
た
包
括
協
定
を
締
結

し
て
お
り
、
教
育
や
観
光
振
興

な
ど
四
つ
の
分
野
の
課
題
解
決

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

(６)２０１８年(平成 年)１１月２４日(土曜日) (６)２０１８年(平成 年)１１月２４日(土曜日)

(C)河北新報社
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ソ
フ
ト
バ
ン
ク
と
石
巻
専
修

大
は
、
同
社
が
提
供
す
る
オ
ン

ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
「
ス
マ
ー
ト

コ
ー
チ
」
を
活
用
し
、
石
巻
市

内
の
中
学
校
の
部
活
動
を
支
援

す
る
実
証
実
験
を
始
め
た
。

同
サ
ー
ビ
ス
は
、
元
プ
ロ
選

手
ら
専
門
コ
ー
チ
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
通

し
て
動
画
を
や
り
と
り
し
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン
す
る
。

今
回
は
同
大
野
球
部
の
学
生

が
コ
ー
チ
に
な
り
、
山
下
中
野

球
部
の
生
徒
を
技
術
指
導
す

る
。最

初
の
実
証
実
験
が
２
月

日
に
同
大
体
育
館
で
あ
り
、
学

生
が
中
学
生
の
プ
レ
ー
を
動
画

で
撮
影
し
、
修
正
ポ
イ
ン
ト
を

画
面
上
で
添
削
し
た
り
、
音
声

で
伝
え
た
り
し
た
。

体
験
し
た
山
下
中
２
年
の
高

橋
涼
さ
ん

は
「
分
か
り
や

す
い
指
導
で
フ
ォ
ー
ム
を
修
正

で
き
た
。
も
っ
と
活
用
し
て
上

達
し
た
い
」
と
話
し
た
。

同
社
は
ス
マ
ー
ト
コ
ー
チ
の

活
用
を
通
し
、
選
手
の
技
術
向

上
に
加
え
、
部
活
動
顧
問
の
負

担
軽
減
に
つ
な
が
る
効
果
を
期

待
し
て
い
る
。

同
大
は
新
年
度
、
山
下
中
へ

の
部
活
動
支
援
を
経
営
学
部
の

科
目
「
デ
ー
タ
コ
ー
チ
ン
グ
演

習
」と
し
て
導
入
。Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）
と
対
人
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
。

実
証
実
験
は
市
と
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
、
同
大
が
１
月

日
に
提

携
し
た
包
括
連
携
協
定
で
取
り

組
む
初
の
事
業
に
な
る
。

アプリを活用し、中学生に技術指導する学生（左）。実際は
遠隔でのやりとりになる

実
証
試
験

中
学
生
に
野
球
指
導

ソフトバンク
石 巻 専 大

石
巻
専
修
大
が
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
な
ど

と
展
開
し
た
２
０
１
８
年
度
「
高
大
産
（
高
校
・

大
学
・
企
業
）
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
報
告
会

が
あ
り
、
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
（
ペ

ッ
パ
ー
）
」
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
策
な
ど
九

つ
の
取
り
組
み
が
発
表
さ
れ
た
。

Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
関
連
は
、
同
大
の
ゼ
ミ
や
研
究

室
が
石
巻
商
高
、
石
巻
市
桜
坂
高
、
石
巻
工
高
と

そ
れ
ぞ
れ
連
携
し
て
５
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し

た
。こ

の
う
ち
、
石
巻
商
高
は
震
災
伝
承
を
テ
ー
マ

に
、
同
大
経
営
学
部
の
益
満
環
教
授
の
ゼ
ミ
と
外

国
人
へ
の
情
報
発
信
を
実
践
。
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
の

胸
に
あ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
通
し
、
石
巻
の
現

状
や
水
産
の
歴
史
を
英
語
の
動
画
で
紹
介
す
る
試

み
を
報
告
し
た
。

参
加
し
た
学
生
は
「
動
画
作
り
を
通
し
、
石
巻

の
歴
史
や
復
興
の
現
状
を
よ
り
深
く
知
っ
た
。
新

年
度
は
中
国
語
の
動
画
を
作
る
」
と
意
欲
を
示
し

た
。石

巻
工
高
の
電
気
部
は
同
大
理
工
学
部
の
佐
々

木
慶
文
准
教
授
の
研
究
室
と
連
携
。
福
祉
・
教
育

施
設
で
の
活
用
を
想
定
し
、
複
数
台
の
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ

ｅ
ｒ
と
人
と
の
会
話
を
成
立
さ
せ
る
研
究
に
取
り

組
ん
だ
。
発
表
し
た
学
生
は
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

が
難
し
か
っ
た
。
よ
り
言
葉
を
認
識
す
る
に
は
ど

う
す
る
か
考
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
を
活
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
の
「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
社

会
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
Ｃ
Ｓ
Ｒ
統
括
部
地
域
Ｃ
Ｓ
Ｒ
部

東
北
担
当
の
高
際
均
参
与
は
「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
を

通
じ
て
大
学
、
高
校
な
ど
地
域
の
縦
の
つ
な
が
り

が
で
き
た
。
石
巻
モ
デ
ル
と
し
て
、
外
国
人
観
光

客
を
通
し
て
世
界
に
影
響
を
与
え
て
い
く
こ
と
を

夢
見
て
い
る
。
ぜ
ひ
継
続
し
て
ほ
し
い
」
と
激
励

し
た
。

報
告
会
は
同
大
と
石
巻
地
区
高
校
長
協
会
が
主

催
。
２
月
９
日
、
同
大
で
開
か
れ
た
。
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石
巻
専
大
と
３
高
校

Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
社
会
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
表
す
る

学
生
、
生
徒
ら

活用し地域活性化

学
校
紹
介
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
た
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
を
使
っ
て
発
表
す
る
生
徒

３
年
生
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
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ソフトバンクグループ
2017年４月からＣＳＲ（企業の社会的責任）活動として、 を教育や社会課

題の解決のために活用する取り組み「 社会貢献プログラム」を展開している。

石巻地方では 年度から３年間、石巻専修大に計 台を貸し出している。新学習指導要領により小中高校でプロ

グラミング教育が必修化されることを踏まえ、同社は昨年２月、 を使ったプログラミング学習の成果を

競う初の全国大会を東京都で開いた。 は同社のグループ会社が販売する人型ロボット。相手の表情や言

葉、周囲の状況から感情を読み取る機能を備える。
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石巻専修大
高校、大学、企業による「高大産連携プロジェクト」をソフトバンクグループの「 社

会貢献プログラム」を活用し、推進している。学生・生徒が地域の理解を深め、おのおのの強み、

特色を生かしながら地域の人材育成と活性化を図るのが狙い。本年度は地域の中学校や高校と連携したプログラ

ムとして、１年目の五つのプロジェクトに加えて、中学校と連携した取り組みを展開する。五つのプロジェクト

では震災伝承、観光振興、防災などについて、同大の経営学部と理工学部が地元高校と連携してコンテンツを作

成している。

学
習
の
成
果
を
発
表

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
が
実
施
す
る
「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
社
会
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム
ソ
ー
シ
ャ

ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
参
加
し
て
い
る
石
巻
専
修
大
（
石
巻
市
）
が
、
同
社
と
連
携
し
た
人
型
ロ

ボ
ッ
ト
「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
（
ペ
ッ
パ
ー
）
」
に
よ
る
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ

ｒ
を
活
用
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授
業
が
２
月

日
、
東
松
島
市
の
鳴
瀬
未
来
中
（
生
徒
２

１
２
人
）
で
あ
っ
た
。
約
半
年
に
わ
た
る
授
業
の
成
果
と
し
て
、
生
徒
た
ち
が
学
校
紹
介
を
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
、
発
表
し
た
。

技
術
・
家
庭
科
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
学
習
と
し
て
、
３
年
２

組
の
生
徒

人
が
六
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
実
施
し
た
。

各
グ
ル
ー
プ
は
教
諭
や
友

人
、
学
校
の
様
子
な
ど
を
Ｐ
ｅ

ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

し
た
。
ク
イ
ズ
を
交
え
た
り
、

音
声
の
高
低
や
速
度
に
工
夫
を

凝
ら
し
た
り
し
て
学
習
成
果
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

簡
単
な
会
話
が
で
き
る
Ｐ
ｅ

ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
の
機
能
を
生
か
し
、

Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
と
軽
妙
な
か
け

合
い
を
演
じ
る
グ
ル
ー
プ
も
あ

り
、
教
室
を
沸
か
せ
た
。

授
業
を
し
た
木
村
浩
之
教
諭

は
「
パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
な
く
、

実
物
に
触
れ
た
こ
と
の
意
義
は

大
き
い
。
生
徒
た
ち
は
楽
し
ん

で
や
っ
て
い
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
は
段
階
を
追
っ
て

『
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
』
で
進

め
な
い
と
難
し
い
こ
と
も
感
じ

た
」
と
振
り
返
っ
た
。

授
業
を
支
援
し
て
き
た
石
巻

専
修
大
の
高
橋
智
准
教
授
は

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
授
業
の
導

入
と
し
て
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
を
活

用
し
た
効
果
は
大
き
い
。
発
表

会
を
し
て
生
徒
た
ち
は
達
成
感

を
感
じ
た
だ
ろ
う
」
と
成
果
を

挙
げ
た
。

Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
の
せ
り
ふ
と

動
き
が
き
ち
ん
と
か
み
合
わ

ず
、
発
表
は
あ
ま
り
う
ま
く
い

か
な
か
っ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
の
授
業
は
面
白
か
っ
た
。
自

分
が
ロ
ボ
ッ
ト
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
し
、
実
際
に
話
さ
せ
る
こ

と
は
不
思
議
な
感
覚
だ
っ
た
。

高
橋

秀ひ

色い
ろ

さ
ん

授
業
面
白
か
っ
た

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
難
し
い

印
象
だ
っ
た
が
、
友
達
と
Ｐ
ｅ

ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
を
動
か
し
て
い
く
作

業
は
楽
し
か
っ
た
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
Ｉ
Ｔ
を
活
用
す
る

場
面
は
増
え
て
い
く
。
授
業
を

通
し
、
有
効
な
可
能
性
を
体
感

で
き
て
良
か
っ
た
。

平
田

萌
さ
ん

可
能
性
体
感
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
少
し
間

違
っ
た
だ
け
で
変
な
動
き
に
な

る
。
発
表
は
な
る
べ
く
単
純
に

伝
え
ら
れ
る
内
容
に
し
た
。
機

械
は
現
代
社
会
を
支
え
て
い
る

が
、
頼
り
過
ぎ
て
も
い
け
な
い

と
思
う
。
き
ち
ん
と
向
き
合
っ

て
い
き
た
い
。

門
脇

悠
人
さ
ん

頼
り
過
ぎ
ず
活
用
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